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■
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
■ 有効性
■ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

■
■ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　施策番号900番、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などの評価対象外事業はこちらに記入。

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

平成 30 年度

実施区分

⑥

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和4年、ネーミングライツパートナー再募集の予定となっています。
平成 30 年度

継続

実施区分

⑤
スポーツ推進基金積立事

業
文化スポーツ推進

室

市立吹田サッカースタジアムのネーミングライツで得た対価を、スタジ
アムの利用促進やガンバ大阪ホームタウン関連施策の推進等に充
当するため、同基金に積み立てるものです。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

216,000
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

プロサッカーの試合以外での利用の促進や申込方法についての市民周知が
課題となっています。

平成 30 年度

継続

実施区分

④ スタジアム利用促進事業
文化スポーツ推進

室

市立吹田サッカースタジアムのネーミングライツで得た対価を活用し、
スタジアムの利用料金を低減することで、市民等のスタジアムへの利
用を促進するものです。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

108,000
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

万博公園外周道路の渋滞緩和や徒歩ルートの利便性の向上など、アクセスの
改善が課題となっています。

平成 30 年度

継続

実施区分

③ スタジアム周辺整備事業
文化スポーツ推進

室
市立吹田サッカースタジアムのネーミングライツで得た対価を活用し、
スタジアムの周辺整備を行いました。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

27,224
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

建設当初の想定による大規模修繕計画の見直しが課題となっています。
平成 30 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

②
サッカースタジアム基金積

立事業
文化スポーツ推進

室

市立吹田サッカースタジアムの大規模修繕費については、指定管理
者のガンバ大阪が負担することとなっており、大規模修繕計画に基づ
き同基金に積み立てるものです。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

50,001
※課題があるものは■

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

スポーツ活動のみならず、地域振興やにぎわいを目的とした様々な形態での
利用の促進が課題となっています。

平成 30 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

①
サッカースタジアム管理事

業
文化スポーツ推進

室
市立吹田サッカースタジアムの管理運営事業を株式会社ガンバ大阪
を指定管理者に指定し実施しました。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

151,291
※課題があるものは■

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

723 施策 地域におけるスポーツの振興

サッカースタジアム事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 平成３０年度

1


